
自らの夢を、

自らの手で乗せ、

仲間と共に、

一つの目標に突き進む。

そしてそのゴールは、

人生の通過点にすぎないが、

ここだけの感動はきっと、

また夢に向かう、

大きな原動力になる。

HTEC R&M 部とは　　レース参戦実績

新ラッピングデザイン　　来季参戦計画

N-ONE OWNER‘S  CUP 
Season2024 参戦予定  Rd.10  10 月 26 日 ( 土 )

岡山国際サーキット

Rd.2  4 月 13 日 ( 土 )
富士スピードウェイ

Rd.Final  12 月 7 日（土）
鈴鹿サーキット

Rd.6  7 月 6 日 ( 土 ) ～ 7 日（日）
鈴鹿サーキット

公式 Instagram

最新情報更新中 !!

HTEC R&M 部の活動にご支援とご協力を頂いている企業様を

ご紹介させて頂きます。

Honda Cars 泉州 様

ホンダモビリティ近畿 様
(Honda Cars 京都 / 兵庫 / 大阪 / 南近畿奈良 / 南近畿和歌山 )

Honda Cars 北大阪 様

ATJ オートテクニックジャパン 様

ホンダユーテック 様

Honda Cars 西京都 様

ホンダモビリティ中部 様 
（Honda Cars 愛知 / 静岡西 / 北陸）

Honda Cars 山陽 様

Honda Cars 南海 様

Honda Cars 北河内 様

Honda Cars 南河内 様

Honda Cars 奈良中央 様

Honda Cars 京都 様
( ホンダモビリティ近畿 )

Honda Cars 三重 様

ご支援を頂いた企業様

Special Support

Technical Support



HTEC R&M 部とは

HTEC R＆M 部は

「箱車のレースがやりたい !」
という学生の思いから

Honda 市販車「N-ONE」 のワンメイクレース

N-ONE OWNER‘S CUP への
参戦を主とした

自動車メーカー Honda 直下の自動車大学校

ホンダ テクニカル カレッジ 関西 
の部活動です。

2019 年に発足後、本校最大規模の
部活動と成長し、来季は二台体制での
レース参戦を予定しています。

N-ONE OWNER‘S  CUP 
Season2023 参戦実績  

第三戦 4 月 22 日

鈴鹿サーキット
Driver: 小山大輝選手

予選　11 位 /49 台中

[Best Time]3'08.723
決勝　 8 位 /49 台中

[Best Time]3'08.528

第六戦 6 月 25 日　

岡山国際サーキット
Driver: 北野雄丈選手

予選　22 位 /44 台中

[Best Time]2'14.757
決勝　19 位 /43 台中

[Best Time]2'15.579

第九戦 9 月 23 日　

富士スピードウェイ
Driver: 山元滉大選手

予選　17 位 /52 台中

[Best Time]2'45.328
決勝　34 位 /54 台中

[Best Time]2'48.241

最終戦 10 月 28 日

鈴鹿サーキット
Driver: 小山大輝選手

予選　33 位 /50 台中

[Best Time]3'07.555
決勝　 28 位 /50 台中

[Best Time]3'08.016

新ラッピングデザイン

Right(Driver) Side

Front

Left(Assistants) Side

Rear

Roof

赤は「心」と「志」
青は「技術力」
緑は「行動力」
を表しており、

本学の志と目的を
車両の前面に

表現しました。
ご支援を頂いている企業様のお名前

HTEC R&M 部の活動には販売店をはじめとした、

Honda 関連企業様のご支援が欠かせません。

車両には企業様のお名前と想いも乗せました。

リア全体は落ち着いた

デザインにしつつも、

ひと目で「Honda」           
とわかるように。

また、我々を鼓舞

させる意味でも

大きく乗せました。

大阪狭山市マスコット
「さやりん」

本校校章とリンクした
フロント配色

市民の皆様のご理解が
あってこそ、本校があ
るため、市民代表とし
て乗って頂きました。

赤は「情熱やプライド」、緑・青は「知識や技術」
をイメージし車両後ろに向けて、それらが重なり夢へ進むことを
表しています。

夢を乗せています

イナズマデザイン全体配色

白のライン ( イナズマ ) は、夢に向かって進む
軌跡をイメージし、道を選び、時には失敗し
段々と成長する姿を表しています。

六角形に組み合わせたスパナの柄に
学生や教員、それぞれの夢を書き込み、乗せました。

夢は違っても協力し合って挑戦し続けることを、
皆の夢を乗せて一台の車を走らせることで表現しました。

Honda のロゴ

The Power of Dreams、いつも我々の原動力は「夢」。

夢を支える「情熱」と「技術」そして夢に向かって進む軌跡をイメージし、

車両の天井には、学生や支えてくださる方々の「夢」を乗せました。

一人ひとり、立場や夢は違っても、

夢に向かって挑戦を続けること、そこに違いはありません。
やがてその挑戦が、多くの人の原動力となるよう、我々は全力で進み続けます。


